
＜提示工期設定事例＞

◆発注事例１（舗装工事 請負対象額2,000万円の場合）

・余裕日数 90 日（6ヶ月以内で自由に設定可能）
・準備日数 50 日（土木工事工期算出要領）
・標準的な工事の実工事日数 55 日（〃）
・後片付け日数 20 日（〃）
・工期（標準工期） 215 日(125 日)

◆発注事例２（道路改良工事 請負対象額5,000万円の場合）

・余裕日数 20 日（6ヶ月以内で自由に設定可能）
・準備日数 40 日（土木工事工期算出要領）
・標準的な工事の実工事日数 200 日（〃）
・後片付け日数 20 日（〃）
・工期（標準工期） 280 日(260 日)

■工事着手日選択契約方式

■工事着手日選択契約方式（当面の運用）

■通常工事
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最大準備期間

工事着手日（設計図書に定めがある場合等を除き，工事開始日以降３０日以内に着手）

提示工期 = 契約工期

提示工期

実工期

工事着手日（工期の始期日以降最大準備期間の範囲内で受注者が選定可能）

契約工期（実工期が確保できる範囲で工期の終期日を受注者が選定可能）

最大準備期間

提示工期

実工期

工事着手日（工期の始期日以降最大準備期間の範囲内で受注者が選定可能）

契約工期（実工期が確保できる範囲で工期の終期日を受注者が選定可能）

6ヶ月以内で自由に設定可


